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1.目的 

 当初は、障害者スポーツ大会を開催し、障

害者スポーツを広めることを目的とした。

その中で、ブラインドサッカーに目を付け、

ブラインドサッカー大会の開催を目指し、

地域の人や学生も呼び、多摩の地域活性を

視野に入れる事とした。 

 その後、ヒアリングなどを行った結果を

受けて、他の障害者スポーツ、あるいは新し

く誰でも出来るような障害者スポーツを提

案し、障害者スポーツを知ってもらうこと

を目的とした。 

 

2.研究の概要 

 実際にパラスポーツを体験し、ヒアリン

グを行いながらパラスポーツの現状・課題

を知り、その結果を元に解決策を考える。 

 

3.結果と考察 

 パラスポーツの存在自体は認知されてい

るが、詳細やどのような競技があるかはあ

まり知られていない。 

 今後の課題としては、障害者スポーツを

やりやすくする環境づくり、障害者スポー

ツの楽しさを知ってもらい、多くの人に認

知してもらう、健常者も一緒にプレーでき

るような機会を設けるといったことが挙げ

られる。 
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